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１．海 況
気象庁より「７年９か月続いた黒潮大蛇行が終息する兆し」に
ついて報道発表がありました。

気象庁から上記の報道発表がありましたが、終息の時期については明記さ
れていません。現状では、黒潮続流は南下し本県沿岸から離れましたので、
大蛇行の動向は本県沿岸の海況への直接的な影響はありませんが、注視が必
要です。
本県沖合は、概ね１２℃台となっており、沿岸はほぼ平年並みですが沖合

では２℃程度高めとなっています。

気象庁ホームページ（日別海面水温）より
（２０２５年５月１５日）



２．表面水温分布状況
宮城県沿岸の表面水温（図１）は１１℃から１５℃の範囲で、仙台湾南部の水温が高

くなっています。 平年（過去３０年平均）との比較（図２）では，沖合と南部で２℃
程高くなっています。前年同期との比較では１℃から４℃低くなっていました。

図１ 表面水温分布図
（２０２５年５月１日～５月１４日）

図２ 表面水温平年偏差図
（２０２５年５月１日～５月１４日）

図３ 表面水温前年偏差図
（２０２５年５月１日～５月１４日）



図４ １０m水温分布図
（２０２５年５月１日～５月１４日）

図５ １０m水温平年偏差図
（２０２５年５月１日～５月１４日）

３．１０m深水温分布状況
表面水温とほぼ同様の水温分布となっています（図４）。沖合や仙台湾南部では平年と比

べて１℃程度高くなていますが牡鹿半島周辺では１℃から２℃低くなっています（図５）。
前年同期比では仙台湾周辺で４℃程低くなっていました。

図６ １０m水温前年偏差図
（２０２５年５月１日～５月１４日）



４．１００m深水温分布状況
６～８℃の範囲にあり、表層とは異なり沖合ほど低くなっています（図７）。沿岸寄りは

平年並みですが、沖合では１℃低くなっています（図８）。

図７ １００m水温分布図
（２０２５年５月１日～５月１４日）

図８ １００m水温平年偏差図
（２０２５年５月１日～５月１４日）

図９ 海底直上水温分布図
（２０２５年５月１日～５月１４日）

５．海底直上水温分布状況
仙台湾内は９℃台で沖合へ行くほど低下し１４２°Ｅ付近では５℃台となっています

（図９）。



図１０ 鉛直水温断面図
（２０２５年５月１日～５月１４日）

６．鉛直水温分布状況
表面は１１℃から１３℃程度で表層が暖められ成層が見られ始めました。下層程、水

温は降下し２００mで４℃程度となっていました。

７・定置観測水温の状況
定置観測水温は各定点で緩やかに上昇し、気仙沼が「やや高め」の他は「平年並」か

ら「やや低め」となっています。

みやぎ水産NAVI  
下記のグラフや日々の水温を
見ることができます。

平年差 前年差

気仙沼（杉ノ下） 11.8 やや高め 1.0 -6.3

歌津 11.0 平年並 0.6 -6.3

江島 10.6 平年並 0.5 -5.5

田代島 12.1 平年並 0.0 -4.2

佐須浜 12.2 やや低め -0.9 -4.7

桂島 14.0 やや低め -0.9 -3.6

亘理 13.9 平年並 -0.1 -3.4
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図１１ 定置水温各観測点の表面水温の推移


